
森誠一 岐阜協立大学 地域創生研究所

１．河川生態史から見た水系：川国論

２．河川環境の現状と保全、その具体

３．“ざわめく川”を求めて：課題と実践

木曽三川水系の生態系の現状と課題：

流域総合水管理から“世界流域遺産”に向けて

木曽川

長良川

揖斐川
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現在の川の様相：河川環境の自然性と人工性（治水と利水）

湛水

減水

アーマー化

洪水、氾濫

植林・人工林

淵・ワンド

伏流水人為的インパクト
自然的撹乱

生物多様性

イタセンパラ
タコノアシ

・生息・生育・繁殖環境の改変

・生息場所や生態系の分断化

・河川、海域の流砂系の改変等

取水

都市
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岐阜県

氷河の南進限界

かつて日本海は閉鎖域であった

日本有数の豊かな生物多様性＝日本のヘソ

１）生物相の重複地域（伊勢ー若狭線）

２）南北に細長く、ふたつの海に注ぐ

３）東海湖、「古木曽川」の連続性

４）多様な水環境：

大河、沖積平野、扇状地（湧水域）

豊富な水資源＆多様な水環境

1．岐阜県の特性：生物地理学的に

淡水生物の宝庫であり、

「川国」の典型である。

木曽三川の共通性 3



伊勢湾ー若狭湾線 伊勢湾流入河川流域湧水帯

ネコギギ（国指定天然記念物） イタセンパラ（国指定天然記念物）

ウシモツゴハリヨ（国・県天然記念物）

伊勢湾流域圏は淡水生物の宝庫

生物多様性が劣化し、その軽減・保全が課題

伊勢湾流域圏“ざわめく自然”
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天竜川

淀川

信濃川神通川

長良川

木曽川
揖斐川

九頭竜川

0m地帯

3000m山岳

①日本の中央・括れに位置＝日本のヘソ

②有数の淡水域＝水源・水力を供給

③濃尾平野の形成＝洪水常襲地帯

④扇状地の発達＝潤沢な湧水域

⑤豊かな生物多様性（伊勢湾ー若狭湾）

⑥東海湖、古木曽川、海進の河川史

木曽三川の共通性
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湾の陸化

木曽三川の共通性 6



明治時代（1887） 現代（2016）

集団はいかに形成され、激減したのか？回復は？

●多くの氾濫原環境
●輪中内新田：堀田

●三川分離改修
●堤内：堀田環境

●最小の淡水域

★分断化＝孤立化の促進

縄文海進
（約6000年前）

江戸時代初期

混沌とした河道

津屋川

揖斐川

長良川

木曽川

海進、海退

河川の自律伸張

★生物のランダム交流

●低水路化
●乾田化

木曽川

津屋川

ハリヨ

イタセンパラ
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木曽三川流域の治水の現状と課題
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長良川

木曽川揖斐川 愛知用水

濃尾用水

三重用水

長良川

木曽川揖斐川

新たな流域

適正な流水管理や水利用の推進
水需要の増大のため水資源開発整備
地下水採取量の増大により地盤沈下の進行
産業・人口等の集中地域へ流域を越えて供給
河川環境改善のための容量確保（維持流量）
許可水利権の現状に応じた見直し。
慣行水利権は機会ごとに許可水利権化。
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長島

津島

桑名

大垣

岐阜

一宮

名古屋
海津

湧水帯

伊勢湾

揖斐川

木曽川

長良川

 
①現状：地表面 

    表流水 
  

    地下水 

濃尾平野の表流水－地下水流線網（現状） 
（地表面直下を始点とした粒子追跡解析結果） 

木曽川水系の水循環 流線軌跡

桑名

名古屋

伊勢湾

揖斐川

木曽川

長良川

●河川の水位変動等が周辺地域、河川環境等

に与える影響の検討

水循環解析モデルと地盤解析モデルによる検

討

伏流水の可視化

大垣

岐阜

10



河合孝撮影

堀田

治水として輪中
＝悪水の湛水化
＝堀田で新田造成

地域環境の多面的な利用
・洪水対策：石垣高台、屋敷林、水屋
・日常生活：舟運、米作＋漁業・畑
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郡上やな

一夜城、桜堤防

郡上市 寒さらし

美濃市洲原神社

郡上市 街水路
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アユ

カワバタモロコ

食文化としての淡水魚食材

Cormorant fishing since 8th

ナマズ
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魚料理＝食文化

ナマズの蒲焼

関市小野庚申堂

民間信仰：「鯰絵馬」
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川わらべ

「川育」＝川で育ち、川を育む。

「ざわめく自然」＝生物多様性の中で、人もワクワク体感できる場
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河川の多様性

人工物理環境

（堰止、河床、河道
水量管理・伏流水）

（移入、漁業、ビオトープ）

淡水界の生物多様性に影響を与える要因

治水、利水、復旧
による改変

人
の
生
活

地球温暖化

生息地悪化

負荷の軽減

その地域環境に進化的時間の中で
適応してきた生物多様性を保全

自然的撹乱

人為的インパクト

流水・流砂系＝
増・減水、伏流水、
土砂堆積、氾濫原
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長良川 木曽川長良川 木曽川

2009年頃1965年頃

干潟・浅場の減少
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★生物多様性の保全：土木的改善①岐阜県事業
河川の連続性（自由移動）の魚道評価

まず、既存魚道の効果調査

岐阜県 自然共生工法研究会 魚道研究部会（2002年より）

何が問題で、どうすればいいのか？

魚道カルテ
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①客観的な効果評価

②住民連携の促進

③実際の事業化

★生物多様性の保全：土木的改善②岐阜県事業
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コクチバス, 29 April 2006

② 漁業被害

長良川

伊自良川

合流

魚食性・移動力高い

岐阜市

河川文化の衰退

③ 鵜飼

④ 釣り民俗

⑤ 観光産業

山県市伊自良湖

① 生物多様性被害

★特定外来生物コクチバス対策①
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★特定外来生物コクチバス対策②：岐阜県事業
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★活動成果の発信・交流の機会増加
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木曽三川流域エコネット応援団
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管理・健全・適正・正常・連携・とは何か
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・国交省木曽川水系流域委員会
・国交省中部地方ダム等管理フォローアップ委員会
・国交省長良川河口堰運用に関するモニタリング部会
・木曽川総合水系環境整備事業
・木曽川上流自然再生検討会
・木曽三川下流域自然再生検討会
・岐阜県水みちの連続性確保事業
・岐阜県自然共生工法研究会
・岐阜県長良川河口堰調査検討会
・愛知県長良川河口堰最適運用検討委員会

・多様な主体の多様な事業
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・ロードマップはあるが、

・各項目それぞれが断片的

・全体的な目標が不可視的
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新しい展開：流域総合水管理

“流域文化”に昇華
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